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解
題
・
翻
刻
加
藤
寛
一
氏
の
軍
事
郵
便
に
つ
い
て
佐
藤
憲
一
1
　
加
藤
寛
一
氏
の
略
歴
　
加
藤
寛
一
氏
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
十
日
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
（現
在
の
北
上
市
和
賀
町
藤
根
）
に
、
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
　
父
は
長
七
（
一
八
八
七
～
一
九
五
六
）
、
母
は
ア
サ
（
一
八
九
二
～
一
九
七
三
）
。
兄
弟
は
姉
ハ
ツ
ミ
（
一
九
＝
二
～
三
二
）
、
妹
キ
ミ
ノ
（
一
九
二
三
～
）
、
同
タ
ミ
（
一
九
二
五
～
）
、
弟
高
夫
（
一
九
二
七
～
四
六
）
、
同
長
幸
（
一
九
三
三
～
四
〇
）
で
あ
る
。
　
昭
和
十
五
年
五
月
藤
野
に
お
い
て
徴
兵
検
査
を
受
け
、
甲
種
合
格
（
『
真
友
』
昭
和
十
五
年
四
月
、
同
七
月
号
）
。
弘
前
（
未
詳
。
歩
兵
三
十
一
聯
隊
か
）
へ
入
隊
し
、
昭
和
十
六
年
一
月
弘
前
よ
り
北
支
へ
派
遣
さ
れ
た
（
『
真
友
』
昭
和
十
六
年
三
月
号
）
。
　
北
支
で
は
隊
付
衛
生
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
○
○
陸
軍
病
院
で
教
育
を
受
け
衛
生
兵
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
五
月
二
十
九
日
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ア
ク
島
モ
ク
メ
ル
で
戦
死
。
二
十
四
歳
。
陸
軍
衛
生
曹
長
。
　
北
支
か
ら
南
方
へ
の
転
戦
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
十
八
年
六
月
頃
ま
で
北
支
に
い
た
こ
と
は
高
橋
峯
次
郎
に
寄
せ
た
北
支
か
ら
の
便
り
で
明
ら
か
で
あ
る
（
『真
友
』
昭
和
十
八
年
六
月
号
）
。
2
加
藤
寛
一
氏
の
軍
事
郵
便
　
軍
事
郵
便
は
全
部
で
十
一
通
。
全
て
家
族
に
宛
て
た
も
の
で
、
現
在
の
所
有
者
は
妹
の
加
藤
タ
ミ
氏
（
北
上
市
和
賀
町
藤
根
）
。
今
回
、
所
蔵
者
の
特
別
の
計
ら
い
で
全
文
を
翻
刻
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
　
十
一
通
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の
一
覧
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
全
て
昭
和
十
六
年
の
も
の
。
こ
の
年
一
月
弘
前
よ
り
北
支
へ
派
遣
さ
れ
、
任
地
か
ら
家
族
に
宛
て
て
認
め
ら
れ
た
。
　
内
容
は
、
任
地
で
の
生
活
、
特
に
衛
生
兵
教
育
に
つ
い
て
の
報
告
が
多
い
。
ま
た
、
多
く
が
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
気
遣
い
、
特
に
農
作
業
に
勤
し
む
父
母
、
姉
妹
弟
ら
へ
の
励
ま
し
と
い
た
わ
り
の
言
葉
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
身
内
で
あ
れ
ば
こ
そ
打
ち
明
け
ら
れ
る
心
の
中
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
　
ほ
か
に
組
合
婦
人
部
か
ら
贈
ら
れ
た
慰
問
袋
へ
の
お
礼
、
『
真
友
』
が
届
い
た
歓
び
、
高
峯
先
生
へ
の
謝
辞
、
故
郷
の
運
動
会
の
思
い
出
等
々
、
故
郷
と
の
絆
も
強
い
。
恩
師
高
橋
峯
次
郎
に
は
度
々
便
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
『
真
友
』
に
も
そ
の
つ
ど
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
日
、
同
九
月
二
十
日
、
同
十
二
月
二
十
日
、
十
七
年
三
月
二
十
日
、
十
八
年
六
月
の
各
号
）
。
3
加
藤
タ
ミ
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
○
兄
の
戦
死
の
知
ら
せ
は
、
終
戦
後
一
年
位
た
っ
て
届
い
た
。
い
つ
か
は
帰
っ
て
く
　
る
と
思
っ
て
い
た
。
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
○
兄
の
葬
儀
で
花
巻
ま
で
遺
骨
を
受
け
取
り
に
い
っ
た
。
小
さ
な
木
の
位
牌
が
入
っ
　
て
い
た
だ
け
で
、
骨
は
無
か
っ
た
。
○
兄
は
筆
ま
め
で
、
二
週
間
も
出
さ
な
い
で
ゴ
メ
ン
、
と
書
い
た
手
紙
も
あ
る
。
○
戦
地
へ
は
何
度
も
慰
問
袋
を
送
っ
た
。
○
本
（
小
説
な
ど
）
も
送
っ
た
。
○
兄
は
頭
が
良
か
っ
た
。
除
隊
後
は
医
者
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
。
○
千
人
針
は
半
年
位
か
か
っ
た
。
途
中
で
止
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、
母
に
励
ま
さ
れ
　
た
。
○
毎
月
十
五
日
に
金
ケ
崎
八
幡
へ
一
人
で
弾
除
け
の
祈
願
祭
に
行
っ
た
。
大
勢
の
人
　
が
詣
で
て
い
た
。
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○
弘
前
の
兄
に
会
い
に
行
っ
た
。
母
の
伝
言
は
「
頑
張
っ
て
エ
ラ
イ
兵
に
な
っ
て
こ
　
い
。
楽
は
す
る
な
」
だ
っ
た
。
○
母
は
八
十
二
歳
ま
で
生
き
た
。
私
も
子
を
失
っ
て
い
る
の
で
、
子
を
失
っ
た
母
や
　
父
の
苦
労
、
悲
し
み
が
よ
く
わ
か
る
。
　
　
4
　
翻
刻
　
1
1
通
の
軍
事
郵
便
1
【
は
が
き
表
ー
軍
事
郵
便
】
大
日
本
帝
国
　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
　
　
字
藤
根
割
田
　
加
　
藤
　
長
　
七
　
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
支
派
遣
軍
井
関
部
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
付
菅
波
部
隊
及
川
隊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
　
【は
が
き
裏
】
　
加
藤
、
御
蔭
様
で
無
事
北
支
の
任
地
に
着
い
た
。
其
し
て
又
、
一
生
懸
命
に
教
練
を
し
て
ゐ
る
。
支
那
は
矢
張
り
寒
い
。
弘
前
に
く
ら
べ
ら
れ
な
く
て
も
、
此
の
頃
は
暖
く
な
っ
て
春
に
な
っ
た
。
雪
は
降
ら
な
い
。
心
配
す
る
事
は
無
い
。
皆
に
手
紙
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
×
カ
）
出
せ
な
い
か
ら
、
家
の
人
か
ら
宜
し
く
頼
む
。
手
紙
を
一
番
楽
し
ん
だ
。
皆
、
体
を
大
切
に
。
後
か
ら
又
手
紙
を
口
口
　
　
　
（昭
和
十
六
年
ヵ
）
2
【
書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
大
日
本
帝
国
　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
　
　
藤
根
字
立
野
　
　
　
加
　
藤
　
タ
　
ミ
　
様
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
　
兵
舎
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
　
【本
文
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
　
損
）
　
其
の
後
も
又
暫
く
御
無
沙
汰
致
し
た
ね
。
口
口
口
口
は
無
い
か
ね
。
加
藤
も
達
者
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
だ
。
其
し
て
一
生
懸
命
に
軍
務
二
努
力
し
て
ゐ
る
。
心
配
す
る
な
。
　
其
れ
か
ら
二
月
二
十
四
日
付
ヲ
以
て
加
藤
は
隊
付
衛
生
兵
を
命
じ
ら
れ
、
目
下
　
マ
こ
○
○
陸
軍
病
院
に
来
て
教
育
を
受
け
て
ゐ
る
。
宜
く
家
の
方
で
言
ふ
医
者
の
方
だ
。
何
ん
で
も
本
科
と
変
ら
な
い
軍
人
だ
。
努
力
す
れ
ば
衛
生
部
員
で
も
偉
く
な
る
。
　
必
ず
立
派
に
な
っ
て
見
せ
る
か
ら
ね
。
　
当
分
此
虜
に
ゐ
て
教
育
を
受
け
て
ゐ
る
か
ら
、
手
紙
は
表
記
の
通
り
書
い
て
寄
こ
せ
。　
高
橋
治
四
郎
君
ノ
饅
別
の
事
は
、
到
着
し
た
ら
う
。
必
ず
さ
う
し
て
呉
れ
。
　
加
藤
は
今
は
一
人
だ
け
秋
田
県
人
と
一
緒
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
皆
優
し
く
教
へ
て
呉
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
エ
キ
ヨ
シ
　
又
班
長
殿
は
軍
曹
の
方
で
、
寒
河
江
潔
殿
だ
。
班
長
殿
は
加
藤
も
様
々
御
厄
介
に
な
っ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
字
が
下
手
で
も
い
・
か
ら
御
前
度
々
班
長
殿
に
御
手
紙
差
上
げ
て
呉
れ
。
　
其
れ
か
ら
寛
一
が
お
ら
な
く
と
も
、
外
の
家
に
仕
事
は
負
け
る
な
よ
。
体
を
大
切
に
し
て
働
ん
だ
。
　
タ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
　
一
よ
り
　
外
家
内
一
同
へ
（
昭
和
十
六
年
）
　
三
月
二
日
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3
【
書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
加
　
藤
　
タ
　
ミ
　
様
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
兵
舎
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（昭
和
十
六
年
）
　
三
月
九
日
　
【本
文
】
今
日
は
日
曜
日
だ
。
昨
夜
も
家
の
人
々
の
夢
を
見
た
が
、
変
り
無
い
か
。
　
二
晩
共
、
家
の
夢
を
見
た
ん
だ
。
加
藤
は
此
の
通
り
元
気
だ
。
支
那
に
も
暖
い
春
が
来
た
。
家
の
方
も
春
が
来
た
で
あ
ら
う
。
も
う
田
打
も
始
め
る
頃
だ
。
体
が
一
番
大
切
だ
。
御
前
達
が
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
少
し
で
も
父
母
に
苦
労
掛
け
る
な
。
遠
く
離
れ
て
ゐ
る
と
、
父
母
の
有
難
さ
が
し
み
ぐ
と
深
く
思
わ
れ
る
。
御
前
に
も
段
々
に
解
る
時
が
来
る
。
兄
が
ゐ
な
い
中
は
御
前
に
頼
ん
で
来
た
筈
だ
。
宜
し
く
家
の
事
を
頼
む
。
其
し
て
先
ず
健
康
で
あ
る
事
だ
。
火
の
用
心
も
大
切
だ
。
家
の
中
の
清
潔
整
頓
、
電
気
に
注
意
す
る
事
、
仕
事
に
追
は
れ
る
な
、
総
て
御
前
に
責
任
が
あ
る
。
電
気
等
に
は
良
く
注
意
蔑
寧
一
の
事
は
心
配
す
る
事
は
何
も
無
い
。
家
に
ゐ
る
時
よ
り
も
お
い
し
い
食
物
で
、
着
物
も
立
派
な
の
だ
。
寛
一
の
好
き
な
肉
は
毎
食
だ
。
之
で
帝
国
軍
人
の
一
員
に
し
て
戴
く
の
だ
。
班
に
は
上
等
兵
等
が
ゐ
て
、
何
ん
で
も
教
へ
て
呉
れ
た
り
、
無
い
も
の
は
買
っ
て
来
て
呉
れ
る
し
、
何
も
不
自
由
は
な
い
。
其
の
外
、
た
び
ρ
＼
酒
や
御
菓
子
等
が
上
る
。
寛
一
は
酒
は
飲
ま
な
い
が
、
此
の
通
り
家
に
ゐ
る
時
は
菓
子
を
多
く
食
べ
て
ゐ
た
か
ら
、
菓
子
は
一
番
好
き
だ
。
で
は
、
宜
し
く
頼
む
。
又
後
で
。
4
【
書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
　
藤
　
長
　
七
　
殿
　
　
　
　
音
　
隊
検
閲
済
陸
購
雛
尉
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
兵
舎
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（昭
和
十
六
年
）
　
四
月
二
日
　
【本
文
】
其
の
後
も
変
り
無
い
だ
ろ
う
ね
。
皆
達
者
だ
と
思
ふ
が
。
セ
ト
さ
ん
は
男
子
を
生
ん
　
　
　
　
　
　
イ
ト
コ
だ
っ
て
ね
。
又
従
弟
が
一
人
増
え
た
。
今
日
は
家
の
方
か
ら
手
紙
、
葉
書
等
四
、
五
枚
来
た
。
（高
橋
峯
次
郎
）
高
峯
先
生
の
新
真
友
が
一
番
面
白
か
っ
た
。
丸
で
家
に
帰
っ
た
様
な
気
が
し
た
。
真
友
の
為
に
な
る
事
は
、
こ
う
し
た
遠
い
戦
地
に
来
て
ゐ
る
と
益
々
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
家
の
人
々
も
皆
高
峯
先
生
に
御
礼
を
言
ふ
と
共
に
、
寄
付
金
募
集
し
て
ゐ
る
時
ハ
、
　
　
（
も
脱
力
）
二
銭
で
三
銭
で
も
良
い
か
ら
寄
付
金
に
出
し
て
呉
れ
。
皆
達
者
で
外
に
出
て
働
く
事
が
出
来
て
さ
へ
ゐ
れ
ば
俺
は
手
紙
は
出
さ
な
く
と
も
い
・
ん
だ
が
、
矢
張
り
兄
の
楽
し
み
は
故
郷
に
便
り
出
す
の
は
一
番
面
白
い
ん
だ
。
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昌
教
（
マ
サ
ノ
リ
）
さ
ん
達
よ
り
折
角
戴
く
よ
。
有
難
い
も
ん
だ
。
今
日
は
神
武
天
皇
祭
で
、
朝
か
ら
休
み
だ
。
学
課
は
な
い
。
も
う
少
し
立
つ
と
此
の
病
院
の
創
立
記
念
日
で
運
動
会
や
演
芸
会
等
あ
っ
て
、
一
日
愉
快
に
遊
べ
る
さ
う
だ
。運
動
会
は
病
院
の
側
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
で
や
る
ん
だ
。
唯
、
家
の
学
校
の
様
に
桜
の
花
を
あ
び
て
走
る
の
は
な
い
よ
。
家
の
運
動
会
は
何
時
か
な
。
あ
の
桜
の
花
の
散
る
下
で
、
赤
い
布
を
首
に
掛
け
て
、
良
く
威
張
っ
た
も
の
だ
。
　
　
　
　
　
（
毎
力
）
柔
道
と
角
力
は
口
年
続
け
て
優
勝
し
た
頃
思
い
出
さ
れ
る
。
神
社
で
角
力
を
し
た
時
、
遠
く
で
母
も
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て
見
て
ゐ
た
事
も
あ
っ
た
。
家
の
方
は
天
気
は
い
・
か
ね
。
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ゲ
ン
苗
代
に
は
種
を
蒔
い
た
ろ
う
。
苗
代
の
水
の
加
減
は
良
く
御
前
達
が
立
派
に
見
て
歩
い
て
、
良
い
苗
を
作
っ
て
植
え
て
呉
れ
。
常
に
言
ふ
ん
だ
っ
て
ね
。
苗
代
半
作
と
言
ふ
。
今
年
も
兄
が
い
な
く
て
非
常
に
辛
い
事
で
あ
ら
う
。
我
慢
し
て
呉
れ
。
去
年
長
幸
君
の
為
に
兄
も
ひ
ど
い
目
に
合
っ
た
が
、
矢
張
り
長
幸
は
生
き
て
呉
れ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
ふ
。
あ
の
時
は
病
気
の
事
も
知
ら
な
い
し
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
体
に
於
て
今
の
様
に
覚
え
て
ゐ
た
ら
、
あ
の
位
痛
い
目
に
さ
せ
な
い
で
す
む
ん
だ
が
、
矢
張
り
何
も
知
ら
な
い
と
駄
目
な
も
ん
だ
ね
。
良
く
清
潔
に
し
て
置
い
て
呉
れ
。
不
潔
に
す
る
と
病
気
に
な
る
か
ら
ね
。
今
気
付
い
た
。
兄
の
貫
っ
た
祝
旗
（
長
イ
旗
）
だ
ね
。
あ
れ
等
は
家
に
置
け
よ
。
何
か
に
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
　
　
　
　
　
　
ウ
君
野
は
子
供
を
生
ま
な
い
か
。
知
ら
し
て
呉
れ
。
兄
は
待
っ
て
ゐ
る
ん
だ
が
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヨ
シ
明
、
勇
八
君
、
善
一
君
等
、
今
度
御
嫁
さ
ま
を
迎
へ
た
っ
て
ね
。
侃
君
（
簡
藤
兵
工
）
も
も
ら
っ
た
と
の
事
だ
が
、
何
虚
か
ら
だ
ね
。
検
査
前
は
早
い
と
思
っ
た
よ
。
余
り
早
く
す
る
と
駄
目
だ
。
軍
隊
に
は
そ
ん
な
に
来
て
ゐ
な
い
。
其
れ
か
ら
黒
沢
尻
付
近
で
軍
隊
衛
生
学
と
か
何
か
い
・
本
が
あ
っ
た
ら
買
っ
て
送
っ
て
呉
れ
。
唯
、
地
方
で
使
ふ
の
で
は
駄
目
だ
。
軍
隊
と
言
ふ
事
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。其
れ
に
似
て
ゐ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
送
っ
て
下
さ
い
。
な
か
っ
た
ら
良
い
か
ら
ね
。
自
転
車
こ
は
れ
な
い
で
あ
る
か
な
。
誰
も
持
っ
て
行
か
な
い
か
。
こ
は
さ
ぬ
様
に
使
ふ
だ
ね
。
此
ノ
頃
写
真
を
撮
っ
た
か
ら
一
枚
送
る
。
と
て
も
高
く
て
撮
れ
な
い
よ
。
四
枚
で
一
円
だ
。
其
れ
に
こ
ん
な
う
す
い
写
真
だ
。
ど
う
だ
此
の
模
様
。
で
は
皆
体
を
大
切
に
し
て
働
き
下
さ
い
。
苗
代
の
水
等
、
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
家
内
一
同
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
よ
り
5
【
書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
大
日
本
帝
国
　
岩
手
県
和
賀
郡
岩
崎
村
　
　
山
口
島
ノ
ロ
　
　
小
　
原
　
君
野
様
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
【本
文
】
　
　
　
　
音
　
隊
検
閲
済
陸
鵠
器
尉
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其
の
後
、
又
暫
く
御
無
沙
汰
し
た
ね
。
御
前
達
元
気
か
。
何
時
か
家
で
慰
問
袋
送
っ
た
と
便
り
呉
れ
た
が
一
昨
日
待
ち
に
待
っ
た
慰
問
品
が
届
い
た
。
俺
の
好
き
な
食
物
口
り
入
っ
て
喜
ん
で
食
べ
た
。
其
れ
に
割
田
組
合
員
や
婦
人
会
の
皆
様
よ
り
熱
誠
溢
る
・
慰
問
文
迄
入
っ
て
お
り
、
泣
い
て
読
ん
だ
り
笑
っ
て
読
ん
だ
り
数
々
だ
。
も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
て
脱
力
）
家
の
方
も
田
の
仕
事
に
取
り
掛
つ
ゐ
る
事
で
せ
う
。
で
も
山
口
は
割
合
に
遅
い
か
ら
未
だ
か
も
知
れ
な
い
。
山
口
に
手
紙
を
出
さ
な
い
で
ほ
ん
と
に
済
ま
な
い
。
今
後
書
い
て
上
げ
る
積
り
だ
。
俺
の
事
は
心
配
す
る
事
は
無
い
か
ら
、
御
前
達
体
を
丈
夫
に
し
て
山
口
の
人
々
の
教
へ
を
受
け
て
働
い
て
呉
れ
。
　
御
前
は
家
に
ゐ
る
時
か
ら
体
は
強
か
っ
た
が
、
飴
り
短
気
な
の
で
、
兄
は
一
番
心
配
す
る
か
ら
な
。
　
桜
の
花
も
咲
く
頃
だ
。
北
支
は
桜
も
何
も
無
い
。
花
と
言
へ
ば
一
種
、
何
か
解
ら
な
い
が
兵
舎
の
側
に
咲
い
て
、
其
れ
を
見
る
の
が
内
地
の
花
見
と
同
様
だ
。
　
木
は
柳
位
の
も
の
で
、
松
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
後
藤
野
の
松
の
木
を
見
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
が
、
矢
張
り
支
那
は
松
の
木
な
ん
て
一
ツ
も
無
い
。
も
う
夏
だ
。
　
（
人
脱
力
）
兄
は
一
倍
汗
を
流
す
か
ら
全
く
困
る
。
　
で
は
、
家
に
帰
っ
た
ら
郷
土
の
便
り
を
一
ツ
頼
む
。
最
近
写
し
た
写
真
を
一
枚
送
る
。
と
て
も
高
く
て
撮
れ
な
い
。
山
口
の
父
さ
ん
は
丈
夫
か
ね
。
雄
吉
さ
ん
に
宜
し
く
。
で
は
今
度
詳
し
く
知
ら
す
。
　
妹
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（内
容
か
ら
、
昭
和
十
六
年
四
月
末
頃
の
も
の
か
）
6
【
書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
岩
崎
村
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
加
藤
タ
ミ
子
様
　
　
【
封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
兵
舎
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（昭
和
十
六
年
）
　
五
ノ
十
一
日
　
　
【
本
文
】
　
第
五
号
御
手
紙
有
難
う
。
其
の
後
も
達
者
だ
。
暫
く
手
紙
出
さ
ん
の
で
、
家
で
少
々
心
配
し
た
っ
て
ね
。
許
し
て
呉
れ
。
　
俺
も
度
々
便
り
を
出
さ
う
と
思
っ
て
も
、
遂
こ
う
な
っ
て
終
ふ
。
家
で
は
妹
と
父
さ
ん
汗
だ
ら
け
に
な
っ
て
田
打
ち
に
熱
中
し
て
ゐ
る
と
の
事
。
又
仕
事
も
案
外
進
ん
で
余
す
と
こ
ろ
一
日
位
で
新
田
に
行
く
っ
て
、
ほ
ん
と
に
良
く
働
い
て
呉
れ
る
。
　
又
御
前
も
桜
花
見
物
に
も
行
か
ず
、
馬
追
ひ
乍
ら
兄
の
留
守
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
ゐ
る
さ
う
な
。
　
矢
張
り
花
も
見
た
い
だ
ろ
う
。
遊
び
も
し
た
い
だ
ろ
う
が
、
其
虚
に
我
慢
し
て
学
校
の
幹
部
会
に
出
席
し
た
り
、
父
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、
走
り
廻
っ
て
家
業
に
精
励
し
て
ゐ
る
の
は
、
さ
す
が
に
兄
の
妹
だ
…
…
。
　
母
達
国
防
婦
人
部
の
人
々
が
花
巻
温
泉
傷
痩
軍
人
療
養
所
に
慰
問
に
行
っ
て
来
た
と
の
事
、
さ
ぞ
家
の
御
母
さ
ん
達
や
前
の
御
母
さ
ん
、
後
の
御
母
さ
ん
達
の
立
派
な
姿
を
し
た
婦
人
達
が
慰
問
し
た
ら
、
兵
隊
さ
ん
飛
上
る
程
嬉
し
か
っ
た
ら
う
ね
…
…
。
は
は
…
…
。
何
れ
何
庭
に
行
っ
て
も
良
い
が
、
母
さ
ん
も
体
を
悪
く
し
な
い
様
に
や
っ
て
呉
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
チ
マ
　
父
さ
ん
は
大
丈
夫
か
。
汗
だ
ら
け
に
な
っ
て
鉢
巻
き
で
や
っ
て
ゐ
る
姿
が
良
く
見
え
る
。
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又
、
割
田
組
合
の
婦
人
部
の
下
す
っ
た
慰
問
品
の
礼
状
は
、
も
う
大
分
前
に
出
し
た
筈
だ
。
良
く
聞
い
て
見
て
呉
れ
。
組
合
は
大
底
の
人
々
に
出
し
た
ん
だ
が
、
然
も
写
真
迄
送
っ
て
上
げ
た
筈
だ
。
来
た
か
ら
兄
は
直
ぐ
手
紙
を
出
し
た
ぞ
。
だ
か
ら
届
い
て
ゐ
る
筈
だ
。
皆
に
聞
い
て
呉
れ
。
今
度
四
月
八
日
に
は
黒
沢
尻
に
消
防
演
習
を
兼
ね
て
桜
花
を
見
物
に
行
く
と
ね
。
　
夜
な
ん
か
と
て
も
眠
く
て
手
紙
も
掛
け
な
い
で
せ
う
。
今
頃
は
一
番
気
候
も
良
い
か
ら
、
又
一
番
眠
い
も
ん
だ
。
あ
ん
ま
り
昼
休
み
を
長
く
し
て
ゐ
る
と
、
外
よ
り
仕
事
も
遅
れ
る
か
ら
な
。
頑
張
っ
て
呉
れ
。
　
支
那
は
も
う
大
部
夏
ら
し
く
な
っ
た
。
其
し
て
病
院
の
柳
の
芽
も
青
く
な
っ
て
、
　
　
　
　
（
出
脱
力
）
内
地
を
思
ひ
さ
せ
る
。
先
頃
後
の
柏
葉
正
導
君
か
ら
手
紙
が
来
た
よ
。
中
々
名
文
句
を
並
べ
て
ゐ
た
よ
。
御
前
よ
り
ず
っ
と
う
ま
い
そ
。
御
前
は
未
だ
ぐ
下
手
だ
。
其
れ
で
も
字
も
文
句
も
兄
の
家
に
ゐ
る
時
よ
り
上
手
に
な
っ
て
来
た
。
之
か
ら
も
良
く
人
の
書
い
た
字
を
読
ん
で
見
て
気
を
付
け
る
ん
だ
ね
。
兄
の
送
る
手
紙
も
注
意
し
て
見
る
ん
だ
よ
。
長
幸
さ
ん
の
「
シ
ヨ
ウ
ジ
」
な
ん
て
手
紙
に
は
書
か
な
い
ん
だ
。
「
シ
ヨ
ウ
ジ
」
の
事
ね
、
命
日
と
言
う
ふ
ん
だ
。
此
の
様
に
御
前
の
手
紙
に
は
様
々
可
笑
し
い
事
が
あ
る
ぞ
。
此
の
虚
は
と
書
く
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
と
言
ふ
事
で
せ
う
。
其
の
外
沢
山
有
る
。
便
箋
は
未
だ
届
か
な
い
。
母
は
昼
休
み
に
も
働
い
て
ゐ
る
か
。
あ
ん
ま
り
働
い
て
体
を
悪
く
す
る
ぞ
。
昼
休
み
に
は
休
め
よ
。
大
分
長
く
な
っ
た
か
ら
止
め
る
。
苗
（
苗
代
の
苗
）
も
相
当
伸
び
る
頃
だ
。
ハ
ス
ミ
苗
代
は
良
く
出
来
た
か
な
。
蛙
が
多
く
て
困
る
か
ら
ね
。
で
は
良
く
皆
達
者
で
働
け
。
二
日
位
前
に
活
動
写
真
を
見
た
。
見
て
ゐ
る
時
は
内
地
に
帰
っ
て
野
中
に
行
っ
て
映
画
見
て
ゐ
る
気
持
だ
っ
た
。
で
は
又
。
　
内
地
の
妹
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
　
一
　
　
　
　
　
外
家
内
一
同
7
【
書
簡
－
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
加
藤
長
　
七
　
様
　
　
　
　
部
　
隊
検
閲
済
。
鵯
雛
尉
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
兵
舎
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（昭
和
十
六
年
〉
（
ヵ
）
　
五
・
十
六
日
　
【本
文
】
第
八
号
今
日
○
し
の
方
第
五
号
を
受
取
っ
た
。
家
の
方
も
ほ
ん
と
に
猫
の
手
も
借
り
た
い
程
忙
し
い
中
を
手
紙
を
書
い
て
下
す
っ
て
、
兄
も
ほ
ん
と
に
嬉
し
か
っ
た
。
又
、
蒜
纏
塑
に
頼
ん
で
衛
生
の
本
を
買
う
て
、
直
ち
に
送
っ
て
下
す
っ
て
二
重
の
喜
び
だ
。
皆
は
も
う
と
っ
く
に
送
っ
て
貫
っ
て
読
み
、
勉
強
し
て
ゐ
る
。
家
で
は
ど
ん
な
本
を
送
っ
た
の
か
、
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
ゐ
る
。
此
虚
で
は
、
今
の
中
は
本
は
少
し
か
渡
さ
れ
て
ゐ
な
い
し
、
又
其
の
附
近
の
町
で
も
売
っ
て
ゐ
な
い
の
で
、
皆
戦
友
は
故
郷
か
ら
送
っ
て
貫
ふ
の
だ
。
本
が
沢
山
あ
っ
て
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
何
ん
に
も
な
ら
な
い
が
、
集
め
る
位
集
め
て
勉
強
し
な
け
れ
ば
心
残
り
が
あ
る
の
だ
。
家
で
も
色
々
と
兄
の
為
に
金
を
出
し
て
、
ほ
ん
と
に
済
ま
な
い
。
兄
の
入
営
以
来
、
大
分
金
も
出
し
た
し
、
借
金
も
し
た
ら
う
。
家
の
者
に
は
一
生
懸
命
に
働
い
て
貫
ふ
し
金
は
使
ふ
し
、
ほ
ん
と
に
済
ま
ん
。
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然
し
仕
方
が
な
い
。
兄
も
一
生
懸
命
に
や
る
か
ら
我
慢
し
て
呉
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
手
紙
の
中
に
は
桜
の
花
が
入
れ
て
あ
っ
た
。
知
ら
ず
に
明
け
た
ら
、
ぽ
た
り
と
落
ち
た
。
良
く
見
る
と
、
大
分
変
っ
た
色
の
桜
の
花
だ
。
あ
・
此
の
時
は
、
ほ
ん
と
に
家
の
人
々
を
兄
は
遠
く
家
に
向
っ
て
拝
ん
だ
。
其
し
て
急
い
で
手
紙
を
読
ん
で
見
る
と
、
内
地
の
花
を
兄
に
一
目
見
せ
た
い
と
、
何
虞
か
ら
持
っ
て
来
た
の
か
、
入
れ
て
や
れ
と
母
が
言
っ
た
さ
う
ね
。
多
分
良
く
見
る
と
神
社
の
東
に
あ
る
桜
の
様
だ
っ
た
。
有
難
う
。
矢
張
り
色
も
変
っ
て
仙
造
殿
が
入
れ
て
あ
っ
た
の
は
学
校
の
八
重
桜
で
、
家
の
は
少
し
色
が
悪
い
。
聞
け
ば
大
久
保
の
源
右
衛
門
君
帰
○
し
た
さ
う
ね
。
全
く
喜
こ
ん
で
ゐ
る
だ
ろ
う
。
源
九
郎
さ
ん
ど
れ
程
喜
ん
で
ゐ
る
か
。
之
か
ら
家
で
働
く
気
だ
ろ
う
。
階
級
は
一
等
兵
に
な
っ
て
来
た
か
。
も
う
ニ
ケ
月
暮
し
た
の
か
な
。
早
い
も
の
だ
ね
。
本
家
に
も
馬
が
死
ん
だ
と
の
事
だ
。
此
の
手
紙
と
一
緒
に
出
す
か
ら
心
配
す
る
な
。
今
日
は
之
で
止
め
る
。
便
箋
は
十
日
口
り
前
に
届
い
た
か
ら
心
配
す
る
な
。
本
も
追
っ
て
着
く
か
ら
心
配
す
る
な
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
脱
力
）
で
は
皆
体
を
大
切
に
し
て
働
け
。
又
絵
働
い
て
倒
れ
る
（
タ
ヲ
レ
ル
）
。
先
ず
は
。
　
長
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
　
　
外
一
同
江
8
【
書
簡
－
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
加
　
藤
　
高
　
夫
　
様
　
　
【
封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
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隊
　
　
　
西
村
慶
部
隊
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
（昭
和
十
六
年
）
　
五
月
三
十
日
　
　
【
本
文
】
第
八
号
変
り
無
い
か
。
今
日
も
手
紙
を
出
す
そ
、
読
ん
で
呉
れ
。
家
に
手
紙
を
出
す
に
は
一
番
面
倒
が
無
く
て
良
い
。
何
ん
な
文
句
で
も
、
ま
つ
い
字
で
も
、
タ
ミ
が
判
じ
て
読
ん
で
呉
れ
る
か
ら
い
・
よ
。
忙
し
い
だ
ろ
う
。
俺
が
田
植
に
は
手
伝
ひ
に
行
く
か
ら
ね
。
う
ま
い
も
の
を
作
っ
て
待
っ
て
ゐ
ろ
。
う
ま
い
も
の
と
言
へ
ば
、
う
ま
い
魚
だ
。
兄
の
小
さ
い
時
に
は
猫
か
ら
生
れ
た
ん
だ
。
ま
あ
・
、
魚
と
油
揚
（
ア
ブ
ラ
ア
ゲ
）
位
の
も
ん
だ
。
あ
と
何
ん
に
も
い
ら
な
い
。
此
の
手
紙
が
届
く
頃
に
は
、
そ
ろ
く
、
大
久
保
の
家
で
は
西
田
を
植
え
る
頃
だ
。
全
く
大
久
保
は
早
い
ね
。
今
年
は
大
久
保
田
植
を
頼
ん
で
や
れ
。
去
年
は
良
く
兄
と
タ
ミ
が
行
っ
て
働
い
た
が
、
本
家
に
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
時
だ
。
其
う
す
れ
ば
、
つ
ま
り
兄
の
手
も
借
り
た
い
時
だ
。
家
の
苗
が
悪
く
て
ほ
ん
と
に
困
っ
た
ね
。
な
ん
と
か
前
か
ら
で
も
貫
っ
て
田
植
を
早
く
終
っ
て
呉
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
カ
　
兄
は
手
伝
い
が
出
来
な
い
変
り
、
手
紙
を
何
変
も
書
い
て
応
援
す
る
か
ら
負
け
る
な
頑
張
れく
。
其
れ
か
ら
今
は
兄
達
は
学
科
の
方
が
大
体
終
っ
て
実
地
だ
。
病
室
勤
務
だ
。
今
迄
習
っ
た
事
を
一
通
り
病
院
で
練
習
し
て
見
て
、
中
隊
に
帰
る
の
だ
。
兄
は
あ
の
通
り
細
い
事
は
駄
目
だ
。
ま
し
て
工
夫
は
出
来
な
い
か
ら
、
ほ
ん
と
に
困
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マ
こ
る
。
其
れ
だ
か
ら
纐
帯
（
ホ
ー
タ
イ
）
な
ん
か
は
良
く
捲
（
マ
）
け
な
い
よ
。
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
れ
脱
力
）
心
配
す
る
な
。
何
ん
で
も
練
習
す
ば
出
来
な
い
事
は
無
い
。
一
人
前
の
者
に
な
っ
て
行
く
か
ら
ね
。
一
入
前
の
者
に
な
ら
ね
ば
、
家
に
帰
ら
ん
よ
。
だ
か
ら
一
生
懸
命
に
や
っ
て
ゐ
る
。
兄
達
と
一
緒
に
来
た
人
達
は
、
皆
戦
争
を
し
て
ゐ
る
ん
だ
。
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
此
虞
は
西
を
向
ひ
て
も
東
に
立
っ
て
も
敵
だ
。
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
れ
ば
殺
さ
れ
る
ぞ
。
早
見
君
達
一
等
兵
に
進
級
し
て
、
度
々
家
に
手
紙
を
寄
こ
す
で
あ
ら
う
ね
。
兄
は
其
ん
な
の
は
問
題
に
あ
ら
ず
だ
よ
。
内
地
も
暑
く
な
っ
た
ろ
う
。
清
逸
さ
ん
か
ら
良
く
聞
い
た
様
に
全
く
暑
い
ね
。
コ
ム
ギ
カ
ラ
も
被
れ
な
い
し
困
る
よ
。
だ
が
、
良
く
家
に
ゐ
る
時
鼻
血
が
出
た
が
、
今
は
一
回
も
出
た
事
は
無
い
。
体
は
益
々
太
る
し
、
困
っ
て
終
ふ
。
何
ん
と
か
痩
せ
た
い
ん
だ
が
、
余
り
毎
日
う
ま
い
も
の
許
り
食
べ
さ
せ
る
の
で
肥
る
。
十
九
貫
は
楽
に
あ
る
。
　
其
れ
か
ら
皆
は
時
計
だ
、
万
年
筆
だ
と
毎
月
の
如
く
家
か
ら
送
っ
て
貫
ふ
が
、
兄
は
未
だ
時
計
は
こ
は
れ
た
事
は
無
い
。
之
で
六
年
に
な
る
が
、
機
械
は
一
つ
モ
取
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
へ
な
い
。
ガ
ラ
ス
は
一
変
こ
は
し
た
が
、
あ
と
は
大
丈
夫
だ
。
良
く
動
い
て
呉
れ
る
。
万
年
筆
も
此
の
通
り
、
す
ら
く
と
書
け
る
し
有
難
い
。
皆
家
の
皆
が
八
幡
参
り
を
し
た
り
、
祈
っ
て
呉
れ
る
か
ら
だ
。
　
　
　
　
　
ゼ
ン
今
後
兄
の
御
膳
に
は
、
御
飯
を
少
し
づ
・
分
け
て
呉
れ
。
余
り
太
っ
て
全
く
恥
し
い
よ
。
其
う
で
無
く
て
も
こ
ん
な
体
で
ゐ
る
の
に
。
う
ま
い
も
の
は
沢
山
、
う
ま
く
な
い
も
の
は
少
し
ね
、
上
げ
て
呉
れ
、
ハ
ハ
ハ
…
…
。
酒
は
度
々
飲
め
る
が
、
兄
は
未
だ
そ
ん
な
に
飲
ん
だ
事
は
無
い
。
心
配
す
る
な
。
今
晩
は
大
分
可
笑
し
い
事
を
書
い
た
ね
。
昼
休
み
か
夜
と
言
っ
て
も
眠
い
か
ら
暇
の
時
読
ん
で
呉
れ
。
忙
し
い
か
ら
体
を
大
切
に
し
て
働
け
。
衛
生
の
本
送
っ
て
呉
れ
た
さ
う
だ
ね
。
あ
と
五
日
位
で
届
く
と
思
ふ
。
何
ん
で
も
届
く
か
ら
心
配
す
る
な
。
手
紙
よ
り
十
日
位
遅
い
の
で
あ
る
。
待
っ
て
ゐ
る
よ
。
今
晩
は
和
ぽ
麗
だ
か
ら
之
で
止
め
る
。
良
く
火
の
用
心
。
皆
体
を
丈
夫
に
し
て
、
田
植
を
無
事
に
終
っ
て
下
さ
い
。
田
植
中
兄
は
良
く
手
紙
を
出
す
気
だ
。
御
父
さ
ん
は
田
植
に
用
ひ
る
水
を
藤
三
郎
さ
ん
か
ら
頼
め
。
で
は
先
ず
。
高
　
夫
　
　
外
一
同
殿
兄
よ
り
9
【
書
簡
】
（昭
和
十
六
年
）
　
六
月
二
十
九
日
※
封
筒
が
失
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
宛
名
・
宛
先
不
詳
　
【本
文
】
暫
く
御
無
沙
汰
し
た
ね
。
随
分
待
ち
た
事
で
あ
ら
う
。
俺
も
大
分
家
の
方
に
手
紙
を
待
つ
て
ゐ
る
事
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
暮
し
て
ゐ
た
が
、
前
に
書
い
て
や
っ
た
如
く
、
第
二
期
の
検
閲
で
家
の
事
を
考
へ
る
ひ
ま
も
無
か
っ
た
。
其
し
て
此
の
十
四
・
五
日
間
、
一
生
懸
命
に
勉
強
し
た
ぞ
。
其
し
て
無
事
に
昨
日
検
閲
を
終
っ
て
、
今
日
は
日
曜
日
で
休
ん
で
ゐ
る
の
で
、
も
う
大
分
長
い
二
週
間
か
三
週
間
も
手
紙
を
出
さ
ん
で
ゐ
た
か
ら
、
久
し
振
り
で
手
紙
を
書
く
。
検
閲
は
我
々
の
総
仕
上
げ
だ
。
一
生
懸
命
に
や
ら
な
く
て
は
、
立
派
な
成
績
は
得
ら
れ
な
い
。
も
う
毎
日
夜
十
二
時
近
く
迄
、
勉
強
す
る
の
だ
。
い
や
ほ
ん
と
に
辛
か
っ
た
。
人
に
負
け
た
く
な
い
か
ら
、
皆
真
面
目
に
勉
強
す
る
。
　
　
　
ク
ソ
俺
も
何
糞
と
頑
張
り
通
し
た
。
手
紙
の
好
き
な
俺
だ
っ
て
、
も
う
家
に
は
手
紙
を
出
さ
ん
で
一
生
懸
命
に
力
の
あ
る
限
り
勉
強
し
た
。
し
か
も
、
此
虚
は
各
中
隊
よ
り
頭
の
立
派
な
人
許
り
が
集
っ
て
勉
強
し
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
俺
の
様
に
百
姓
か
ら
ぬ
け
て
来
た
男
は
、
ほ
ん
と
に
少
い
。
皆
鉄
道
員
、
会
社
員
、
教
員
の
様
に
、
も
の
を
良
く
知
っ
て
ゐ
る
立
派
な
人
許
り
集
っ
て
ゐ
る
の
で
、
俺
の
様
に
貧
乏
な
者
は
、
此
虞
に
来
る
の
で
は
無
か
っ
た
。
然
し
之
も
運
だ
。
良
い
運
か
悪
い
運
か
、
俺
も
解
ら
な
い
。
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何
故
此
虞
に
来
た
か
は
、
俺
が
家
に
帰
っ
た
ら
教
へ
て
上
げ
る
か
ら
。
何
れ
こ
う
し
た
人
達
で
血
ま
な
こ
に
な
っ
て
勉
強
し
て
ゐ
る
の
で
、
手
紙
誰
に
も
出
さ
ん
の
だ
。
許
し
て
呉
れ
。
之
か
ら
は
手
紙
は
出
せ
る
事
と
思
ふ
。
其
れ
か
ら
、
手
紙
は
大
体
十
日
で
来
る
し
、
小
包
は
二
十
五
日
位
で
届
く
が
、
新
の
七
月
二
十
日
か
ら
は
家
で
は
手
紙
を
今
の
部
隊
に
寄
こ
す
な
。
七
月
二
十
日
を
過
ぎ
れ
ば
此
庭
に
ゐ
な
い
か
ら
（
手
紙
が
来
る
日
）
最
初
に
書
い
た
手
紙
の
如
く
書
い
て
呉
れ
。
つ
ま
り
北
支
派
遣
軍
井
関
部
隊
、
菅
波
部
隊
、
及
川
隊
と
書
い
て
呉
れ
。
但
、
七
月
二
十
日
前
は
今
迄
の
如
く
書
い
て
も
来
る
が
な
。
先
ず
第
一
、
昨
日
は
家
か
ら
手
紙
が
来
た
。
開
い
て
見
る
と
、
田
植
を
無
事
に
終
っ
た
と
の
事
、
ほ
ん
と
に
安
心
し
た
。
然
も
皆
よ
り
早
く
終
っ
た
と
の
事
、
全
く
皆
の
御
陰
様
だ
。
御
前
達
も
良
く
働
い
て
呉
れ
る
か
ら
だ
。
其
れ
か
ら
、
あ
の
人
達
に
は
此
の
手
紙
と
一
緒
に
手
紙
を
出
し
て
置
く
か
ら
、
心
配
す
る
な
。
之
か
ら
も
仕
事
に
追
は
れ
ず
頑
張
っ
て
呉
れ
。
昨
日
来
た
手
紙
に
は
、
民
子
が
大
連
だ
っ
て
役
に
立
つ
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て
、
一
人
で
大
笑
ひ
を
し
た
。
大
連
な
ん
て
兄
は
コ
ヤ
ツ
コ
、
ニ
ベ
ラ
な
く
な
つ
た
ぞ
。
御
前
達
も
大
分
苦
労
す
る
で
あ
ら
う
。
父
母
も
元
気
か
。
田
植
を
終
っ
た
ら
、
体
を
充
分
に
休
ま
し
て
呉
れ
。
兄
達
の
事
は
心
配
い
ら
ん
。
も
う
大
分
暑
い
。
八
十
五
、
六
度
位
あ
る
中
を
真
黒
に
な
っ
て
や
っ
て
ゐ
る
か
ら
心
配
す
る
な
。
田
植
終
っ
た
時
、
う
ま
い
も
の
を
食
べ
た
そ
う
だ
が
、
兄
は
そ
ん
な
も
の
毎
日
だ
。
御
前
達
よ
り
う
ま
い
も
の
食
べ
て
ゐ
る
ぞ
。
キ
ミ
も
達
者
で
ゐ
る
と
何
よ
り
だ
。
先
頃
電
気
の
事
を
書
い
て
寄
こ
し
た
が
、
十
分
注
意
し
て
呉
れ
。
大
変
な
事
に
な
る
か
ら
。
高
峯
先
生
か
ら
真
友
を
送
っ
て
貫
っ
た
。
俺
の
事
も
書
い
て
寄
こ
し
た
。
又
直
ぐ
に
手
紙
を
書
く
か
ら
之
で
止
め
る
。
今
度
は
何
回
も
出
す
か
ら
ね
。
今
日
は
こ
れ
か
ら
キ
ミ
ノ
に
も
山
口
に
も
書
く
か
ら
全
く
忙
し
い
。
皆
体
が
丈
夫
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
だ
。
兄
も
元
気
ま
す
く
元
気
で
、
ふ
と
る
許
り
。
馬
を
大
切
に
。
猫
を
大
切
に
。
父
母
は
一
番
大
切
に
。
で
は
後
便
で
。
　
家
内
一
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
　
一
よ
り
（
昭
和
十
六
年
）
　
六
月
二
十
九
日
10
【書
簡
ー
軍
事
郵
便
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
加
　
藤
　
高
　
夫
　
殿
　
【封
筒
裏
】
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
　
　
　
　
加
　
藤
　
寛
　
一
　
【本
文
】
皆
達
者
か
、
兄
も
元
気
だ
。
先
頃
撮
し
た
写
真
を
出
来
た
か
ら
送
る
。
之
は
此
の
間
迄
、
此
の
病
院
に
来
て
ゐ
た
岩
手
県
看
護
婦
で
、
今
ゐ
な
い
。
病
院
か
ら
行
く
時
、
兄
と
一
緒
に
入
隊
し
た
人
々
が
一
緒
に
撮
し
た
の
だ
。
之
が
皆
郷
土
県
人
だ
。
班
長
殿
と
上
等
兵
殿
は
岩
手
県
人
で
は
な
い
が
、
入
っ
て
撮
し
て
呉
れ
た
。
兄
の
班
長
殿
や
上
等
兵
殿
で
は
な
い
。
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裏
に
皆
名
前
を
書
い
て
上
げ
る
。
此
の
間
は
写
真
を
撮
ら
な
い
か
ら
無
い
。
之
が
あ
っ
た
か
ら
送
る
。
皆
見
て
呉
れ
。
然
し
此
庭
の
病
院
に
ゐ
る
の
も
、
あ
と
少
し
だ
。
之
か
ら
は
中
隊
に
帰
っ
て
戦
闘
に
出
る
ぞ
。
今
ま
で
習
っ
た
事
を
皆
教
へ
る
事
を
、
今
度
は
口
代
に
依
っ
て
果
す
の
だ
。
此
の
頃
は
暑
く
な
っ
て
ほ
ん
と
に
困
る
。
こ
ん
な
に
暑
い
と
は
思
は
ん
か
っ
た
が
大
分
暑
い
。
服
な
ん
か
、
も
う
毎
日
汗
だ
ら
け
だ
。
早
見
君
の
御
父
さ
ん
か
ら
葉
書
が
来
た
。
俺
も
出
し
て
置
く
。
今
日
も
忙
し
い
か
ら
後
で
書
く
。
写
真
は
キ
ミ
ノ
に
も
見
せ
て
呉
れ
。
良
く
体
に
注
意
し
て
働
い
て
呉
れ
。
暫
く
写
真
は
送
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
見
た
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
、
こ
ん
な
写
真
を
送
る
。
で
は
、
後
で
。
　
　
皆
元
気
で
頼
む
。
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
六
年
）
　
高
夫
君
　
七
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
寛
一
　
　
　
　
外
一
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
だ
ん
だ
ん
忙
し
く
な
る
に
付
れ
て
、
体
も
疲
れ
る
で
あ
ろ
う
な
。
馬
を
肥
ら
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
∀
ね
。
宜
く
運
動
さ
せ
ろ
。
柱
君
は
と
て
も
字
が
上
手
だ
よ
。
御
前
も
上
手
に
な
り
給
へ
。
宜
く
勉
強
し
て
立
派
な
人
間
に
な
れ
。
忙
し
い
か
ら
、
又
後
で
。
（昭
和
十
六
年
力
）
註
（
）
内
年
月
日
は
翻
刻
者
に
よ
る
。
　
　
　
（仙
台
市
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
（二
〇
〇
二
年
四
月
一
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
六
月
二
八
日
審
査
終
了
）
11
【絵
は
が
き
】
岩
手
県
和
賀
郡
　
藤
根
村
字
割
田
　
　
加
　
藤
　
高
　
夫
　
君
　
【本
文
】
此
の
葉
書
は
弘
前
か
ら
持
っ
て
来
た
の
だ
。
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
　
　
西
村
慶
部
隊
　
　
　
加
　
藤
　
寛
其
し
て
弘
前
の
言
葉
だ
。
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一
覧
表
馳
年
　
月
　
日
発
信
時
　
の
　
所
　
属
宛
て
名
・
宛
て
先
形
式
内
　
　
　
　
容
1
二
六
）
北
支
派
遣
軍
井
関
部
隊
気
付
菅
波
部
隊
及
川
隊
藤
根
村
字
藤
根
割
田
　
加
藤
長
七
は
が
き
◎
北
支
着
任
の
挨
拶
。
2
（
一
六
）
　
三
・
　
二
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
兵
舎
藤
根
村
藤
根
字
立
野
　
加
藤
タ
ミ
封
書
　
◎
3
（
一
六
）
　
三
・
　
九
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
兵
舎
藤
根
村
割
田
　
　
　
　
加
藤
タ
ミ
封
書
　
◎
家
の
人
々
の
夢
を
見
た
。
一
生
懸
命
働
い
て
、
父
母
に
苦
労
を
掛
け
る
な
。
遠
く
離
れ
て
い
る
と
、
父
母
の
有
り
難
さ
が
し
み
じ
み
思
わ
れ
る
。
健
康
に
注
意
、
火
の
用
心
、
清
潔
整
頓
、
電
気
に
注
意
。
何
も
不
自
由
な
し
。
4
（
一
六
）
　
四
・
　
二
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
兵
舎
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
藤
長
七
封
書
　
◎
『
5
二
六
）
　
四
末
ヵ
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
岩
崎
村
山
口
島
ノ
ロ
　
小
原
君
野
封
書
　
◎
慰問
袋
届
く
。
慰
問
文
、
泣
い
て
読
ん
だ
り
笑
っ
て
読
ん
だ
り
。
北
支
に
桜
は
な
い
。
最
近
撮
っ
た
写
真
を
送
る
。
ご
主
人
始
め
、
小
原
家
の
人
々
に
宜
し
く
。
6
（
］
六
）
　
五
・
一
一
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
兵
舎
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
藤
タ
ミ
子
封
書
　
◎
割
田
組
合
婦
人
部
の
慰
問
袋
へ
の
礼
状
。
国
防
婦
人
会
の
慰
問
。
活
動
写
真
を
観
た
。
7
（
一
六
）
　
五
・
二
六
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
兵
舎
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
藤
長
七
封
書
　
◎
衛
生
の
本
、
送
っ
て
く
れ
て
有
り
難
う
。
同
封
の
桜
の
花
、
故
郷
を
想
う
。
皆
体
を
大
切
に
。
8
（
ニ
ハ
）
　
五
・
三
〇
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
藤
高
夫
封
書
　
◎
田
植
え
、
大
変
だ
ろ
う
が
頑
張
れ
。
兄
は
学
科
が
終
わ
り
、
実
地
の
病
室
勤
務
と
な
っ
た
。
9
（
］
六
）
　
六
・
二
九
（北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
）
（家
内
一
同
）
封
書
10
（
一
六
）
　
七
・
　
四
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
藤
根
村
字
割
田
　
　
　
加
藤
高
夫
封
書
　
◎
11
二
六
）
未
詳
北
支
派
遣
軍
篠
塚
部
隊
西
村
慶
部
隊
藤
根
村
割
田
　
　
　
　
加
藤
高
夫
は
が
き
◎
馬
を
肥
や
せ
、
運
動
さ
せ
ろ
。
勉
強
し
て
立
派
な
人
間
に
な
れ
。
（註
）
　
◎
は
「
軍
事
郵
便
」
の
判
あ
り
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